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東
洋
哲
学
研
究
所
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

『
法
華
経
』
の
梵
語
写
本
の
刊
行
を
二
十
五
年
に
わ
た
っ
て
継
続
し

て
き
た
。
イ
ン
ド
仏
教
、『
法
華
経
』
の
研
究
者
に
対
し
て
、
大
き

な
学
術
的
貢
献
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
今
回
、
こ
れ
を

継
承
す
る
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、「
東
哲
叢
書　

仏
典
現

代
語
訳
シ
リ
ー
ズ
」
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
最
初
の
成
果
で

あ
る
拙
訳
『
現
代
語
訳　

法
華
玄
義
（
上
）』
が
、
昨
年
十
一
月
に

刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
機
会
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
、
意
義
に

つ
い
て
説
明
し
た
い
。

　

当
研
究
所
に
は
、
法
華
思
想
の
系
譜
を
研
究
す
る
部
門
が
あ
り
、

イ
ン
ド
の
初
期
大
乗
経
典
を
代
表
す
る
『
法
華
経
』
に
基
づ
く
仏
教

思
想
の
展
開
と
し
て
、
中
国
の
天
台
智
顗
（
五
三
八
―

五
九
七
）、
荊

渓
湛
然
（
七
一
一
―

七
八
二
）、
日
本
の
最
澄
（
七
六
七
／
七
六
六
―

八
二
二
）、
日
蓮
（
一
二
二
二
―

一
二
八
二
）
の
思
想
を
研
究
し
て
い

る
。
智
顗
は
中
国
天
台
宗
の
事
実
上
の
開
祖
で
あ
り
、
湛
然
は
智

顗
、
灌
頂
（
五
六
一
―

六
三
二
）
の
後
に
停
滞
し
て
い
た
天
台
宗
の

復
興
に
努
力
し
た
人
で
あ
る
。
最
澄
は
中
国
の
天
台
山
に
学
び
、
日

本
天
台
宗
の
開
祖
と
な
っ
た
。
日
蓮
は
も
と
天
台
宗
か
ら
出
発
し
、

つ
い
に
日
蓮
法
華
宗
を
開
い
た
。

　

智
顗
は
、
釈
尊
一
代
の
経
典
の
な
か
で
、
と
く
に
『
法
華
経
』
を

菅
野
博
史

「
東
哲
叢
書　

仏
典
現
代
語
訳
シ
リ
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重
視
し
、
天
台
三
大
部
と
呼
ば
れ
る
『
法
華
玄
義
』、『
法
華
文
句
』、

『
摩
訶
止
観
』
を
講
説
し
、
弟
子
の
灌
頂
が
書
物
と
し
て
ま
と
め
た
。

『
法
華
玄
義
』
は
、『
法
華
経
』
の
思
想
を
名
・
体
・
宗
・
用
・
教
の

五
項
目
に
わ
た
っ
て
解
明
し
た
書
物
で
あ
る
。『
法
華
文
句
』
は
、

『
法
華
経
』
の
全
体
に
わ
た
っ
て
、
一
々
の
経
文
を
解
釈
し
た
注
釈

書
で
あ
る
。『
摩
訶
止
観
』
は
、『
法
華
経
』
に
代
表
さ
れ
る
大
乗
仏

教
の
最
高
の
教
え
で
あ
る
円
教
を
体
得
す
る
円
頓
止
観
に
つ
い
て
説

い
た
書
物
で
、
一
念
三
千
説
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

湛
然
は
、
停
滞
し
て
い
た
天
台
宗
を
復
興
す
る
た
め
に
、
天
台
三

大
部
と
い
う
枠
組
み
を
確
立
し
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
詳
細
な
注
釈

を
著
わ
し
た
。
す
な
わ
ち
、『
法
華
玄
義
釈
籖
』、『
法
華
文
句
記
』、

『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
で
あ
る
。

　

最
澄
の
『
顕
戒
論
』
は
、
南
都
の
仏
教
と
対
決
し
て
大
乗
円
戒
を

弁
証
し
た
書
物
で
あ
る
。『
法
華
秀
句
』
は
、
法
相
宗
の
徳
一
（
生

没
年
不
詳
）
と
論
争
し
て
、『
法
華
経
』
の
優
れ
た
点
を
十
章
に
わ

た
っ
て
論
述
し
た
書
物
で
あ
る
。『
守
護
国
界
章
』
は
、
三
一
権
実

（
三
乗
と
一
乗
の
ど
ち
ら
が
真
実
で
あ
る
か
、
方
便
で
あ
る
か
と
い

う
問
題
）
を
め
ぐ
っ
て
、
徳
一
と
論
争
し
た
な
か
で
、
も
っ
と
も
綜

合
的
な
書
物
で
あ
る
。

　

翻
訳
の
担
当
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
天
台
三
大
部
は
、
筆
者
が
担

当
す
る
。
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
『
法
華
玄
義
』、『
法
華
文
句
』
の

訓
読
訳
注
を
刊
行
し
た
こ
と
が
あ
り
、『
摩
訶
止
観
』
に
つ
い
て
も

「
一
念
三
千
」
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
現
代
語
訳
注
を
刊
行
し
た
こ

と
が
あ
る
。
湛
然
の
三
大
部
注
に
つ
い
て
は
、
筆
者
と
松
森
秀
幸
氏

（
創
価
大
学
准
教
授
、
東
哲
研
究
員
）
の
共
訳
で
あ
る
。
松
森
氏
は
、

湛
然
の
研
究
で
中
国
人
民
大
学
、
創
価
大
学
で
博
士
の
学
位
を
取
得

し
た
中
国
天
台
の
専
門
家
で
あ
る
。
最
澄
の
著
作
は
、
前
川
健
一
氏

（
創
価
大
学
教
授
、
東
哲
研
究
員
）
が
担
当
す
る
。
前
川
氏
は
明
恵

の
研
究
で
東
京
大
学
で
学
位
を
取
得
し
、
最
澄
、
日
蓮
に
も
研
究
の

領
域
を
広
げ
て
い
る
日
本
仏
教
の
研
究
者
で
あ
る
。

　

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
や
パ
ー
リ
語
で
記
さ
れ
た
仏
教
文
献
は
、
現

代
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
て
、
読
書
界
に
提
供
さ
れ
て
き
た
が
、
中

国
・
日
本
で
著
わ
さ
れ
た
漢
文
仏
教
文
献
に
つ
い
て
は
、
平
安
時
代

に
訓
読
と
い
う
見
事
な
翻
訳
方
法
が
生
み
出
さ
れ
た
た
め
に
、
伝
統

的
な
訓
読
訳
と
い
う
形
で
提
供
さ
れ
続
け
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
漢

文
教
育
を
軽
視
し
て
い
る
現
代
社
会
で
は
、
と
く
に
若
い
世
代
に

と
っ
て
、
訓
読
訳
に
よ
る
仏
教
文
献
の
紹
介
は
、
理
解
さ
れ
な
い
恐

れ
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
当
研
究
所
は
、
上
記
の
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仏
教
文
献
の
現
代
語
訳
の
刊
行
を
通
じ
て
、
仏
教
の
豊
か
な
智
慧
の

光
明
を
現
代
社
会
に
提
供
し
た
い
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
現
代
語
訳

は
訓
読
訳
に
比
べ
て
、
訳
者
の
負
担
が
格
段
に
大
き
く
、
そ
の
ぶ
ん

誤
訳
の
危
険
性
が
高
い
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
。
読
者
に
と
っ
て
読

み
や
す
い
翻
訳
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
た
い
。
最
後
に
、
読
者
諸

賢
に
は
、
厳
し
い
ご
批
正
を
お
願
い
し
た
い
。

（
か
ん
の　

ひ
ろ
し
／
東
洋
哲
学
研
究
所
副
所
長
、

創
価
大
学
文
学
部
教
授
）
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『
法
華
玄
義
』（『
妙
法
蓮
華
経
玄
義
』）
全
十
巻
は
、

天
台
大
師
智
顗
の
講
説
を
、
弟
子
の
章
安
大
師
灌
頂

が
整
理
し
書
物
と
し
、
師
匠
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え

た
も
の
。
天
台
三
大
部
（『
法
華
玄
義
』『
法
華
文

句
』『
摩
訶
止
観
』）
の
一
つ
と
し
て
、『
法
華
経
』

の
注
釈
書
の
な
か
で
、
古
来
も
っ
と
も
多
く
読
み
継

が
れ
て
き
た
。
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